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教育学部・大庭伸也准教授がゲンゴロウ類の生態に関して新知見： 

コガタノゲンゴロウは温暖化で増加か？ 

 

国立大学法人長崎大学教育学部の大庭伸也准教授と同学部学生の福井瑞生さん（2018 年度卒業）、寺園

康秀さん（2015 年度卒業）、高田尚さん（2014 年度卒業）の研究グループは、異なる温度条件でゲンゴロ

ウ類幼虫を飼育し、2010 年頃から西日本各地で増加・新たな分布記録が確認されるようになったコガタ

ノゲンゴロウの発育下限温度（それ以下では成長できない温度）が他種よりも高く、高温になるにつれて

生存率が上昇することを初めて明らかにしました（図 1）。 

 

 

図 1．異なる温度条件下で飼育したときのゲンゴロウ類幼虫の羽化率（クロゲンゴロウの写真は後藤直人氏提供） 

 

ゲンゴロウ類は池や沼、水田に住み、かつては身近に見られた甲虫ですが、水辺環境の悪化に伴い年々

個体数の減少が報告されています。コガタノゲンゴロウは南西諸島、九州や四国の南部に残存していたゲ

ンゴロウの一種で、絶滅の危機が最も高いとされる環境省レッドリストの絶滅危惧 IA 類に指定されてい

ました。ところが、2010 年頃から西日本を中心に一度は絶滅と判断されていた地域での再発見に加え、

これまで分布が確認されていなかった地域での発見例が増えてきており、絶滅の危機が小さくなったと

して、2012 年の環境省レッドリストで絶滅危惧 IA類から絶滅危惧Ⅱ類に下方修正されました。 

 

このコガタノゲンゴロウの増加の謎を解明する目的で、今回の研究では 20～30℃の温度条件下でコガ

タノゲンゴロウ及びその近縁種のゲンゴロウ、クロゲンゴロウの幼虫を飼育し、成虫になるまでにかかる
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日数や生存率を調査しました。ゲンゴロウはある程度一定の高い生存率を示したのに対し、クロゲンゴロ

ウは 23～28℃で高い生存率を示しました。ところが、コガタノゲンゴロウは 20℃で最も生存率が低く、

高温になるにつれて生存率が高くなることが分かりました（図 1）。また、ゲンゴロウとクロゲンゴロウ

の幼虫～成虫になるまでの発育下限温度がそれぞれ 8.7℃と 11.1℃であったのに対し、コガタノゲンゴ

ロウは 16.8℃であることも分かりました。 

 

このように、高温条件下で生存率が上昇することと発育下限温度が高いという特徴をもつコガタノゲ

ンゴロウが最近増加している背景には、地球温暖化の影響が示唆されます。さらに野外ではゲンゴロウや

クロゲンゴロウ幼虫と同様に水生昆虫を主に捕食していることも別の調査（Ohba and Ogushi 2020）で明

らかになり、温暖化による本種へのプラスの影響が、他種のゲンゴロウ類との種間競争（別種同士の餌資

源や生息場所を巡る競争）にも影響を及ぼすかもしれません。 

 

本研究の成果は昆虫学の国際誌『Entomologia Experimentalis et Applicata』に 2020 年 11 月 6日に早期公

開されました。 
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